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2023年 5月 30日 

近畿雑草研究会ニュースレター No.32 

近畿雑草研究会 

 

 

ご挨拶 

 

代表 黒川 俊二 

 前任の大橋善之氏（京都府農林水産技術セン

ター長）より引き継ぎ、近畿雑草研究会の代表

を務めさせていただくこととなりました京都大

学の黒川俊二と申します。私は 2021年に農研

機構（茨城県つくば市）から京都大学に移って

まいりました。長年関東地方での業務でしたの

で、近畿地方の雑草問題については現在猛勉強

中です。会員の皆様、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 さて、近畿地方の農業を近畿農政局の資料か

ら見ますと、耕地の面積の 78％が水田という高

い水田率を示す地域である一方で、産出額を見

ますとイネ、ムギ、ダイズの水田農業の他、野

菜、果樹、畜産の割合が全国と比べても非常に

バランスが取れた地域となっています。このよ

うな多様な農畜産業を営む地域であることは多

様な雑草問題を抱えているとも言えます。 

 これまで様々な活動を行ってきた当会です

が、庶務・会計を担当していただく吉野康佑氏

（三井化学クロップ＆ライフソリューション株

式会社）と相談し、今期においては、近畿地方

の農業の現場や雑草防除技術開発をテーマに研

究会を開催していこうという方針でおります。

ぜひ会員の皆様にご協力いただきながら会を盛

り上げていきたいと思いますので、この 2年間

何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 

１．活動報告 

（１）植物観察会 

 2022年 11月 6日（日）に、植物観察会を開催

した。植物観察家／植物生態写真家として活動

されている鈴木 純さんに講師をお願いした。鈴

木さんは、まちの中に生える植物を対象に、徒歩

10 分の道のりを 100 分かけて歩く「まちの植物

はともだち」観察会を中心に、幅広く活動されて

いる。著書に、「そんなふうに生きていたのね ま

ちの植物のせかい（雷鳥社）」「種から種へ 命つ

ながるお野菜の一生（雷鳥社）」「ゆるっと歩いて

草や花を観察しよう! すごすぎる身近な植物の

図鑑（KADOKAWA）」がある。 

 地下鉄烏丸線 国際会館駅前に集合し、総勢 12

名（会員６名、学生６名）の参加者とともに、宝

ヶ池公園の植物を観察した。歩道の隙間に生え

るウラジロチチコグサやコニシキソウの観察か

ら始まり、トウネズミモチ、クスノキ、シラカシ、

ヤマボウシなどの街路樹の葉や冬芽を観察しな

がら２時間半の散策を楽しんだ。黄色く色づい

たカツラの落葉の甘い香りを嗅いだり、ナワシ

ログミの美しい星状毛を見たり、ケヤキの散布

種子を探したり、チヂミザサの芒の液の粘り具

合を実感したり、ユリノキの果実を分解したり、

クスノキの葉のダニ部屋を観察したり、生き生

きとした植物の姿を楽しく、わかりやすく伝え
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てもらい、あっという間の２時間半であった。 

 

（２）総会 

 2023年 3 月 10日（金）にメールによる書面で

の総会を開催した。植物観察会への会員の参加

人数が少なく、また予算にも余裕があることか

ら、昨年に引き続き今年度も会費を徴収しない

ことを総会決議した。 

 2023 年度から２年間の役員を下記の方にお引

き受けいただいた（敬称略）。 

代表：黒川俊二 

庶務・会計幹事：吉野康佑 

会計監査：森本正則・杉本充 

 近畿雑草研究会の運営は、ニュースレターの

発行、イベントの企画運営、総会の開催、会計の

管理、会計監査の書類作りなど、規模が小さい割

に庶務幹事の担当する実務が多い。このため、今

後、会の実務の簡略化へ向けて検討していくこ

とを総会決議した。 

  

２．会計報告等 

 近畿雑草研究会総会において承認された 2021

年度の収支決算報告・会計監査報告ならびに

2022年度の予算案を以下に転載します。 

 

（１）2021 年度収支決算報告 

（会計年度：2021年 4月 1日 

～2022年 3月 31日） 

 

 

 

 

 

差引残高  161,777   円。 

残金は次年度に繰り越します。 

上記の通り、相違ありません。 

    2023年 2月 9日 

       庶務・会計幹事 

            下野嘉子 ㊞ 

 

 

（２）2021年度会計監査報告 

 2021 年度の近畿雑草研究会の会計に関し、会

計帳簿、証拠書類（領収書、会費受付記録等）お

よび預金通帳を検査照合した結果、収支とも適

正に執行され、決算書に適正に表示されている

ことを認めます。 

      2023年 3月 5日 

       会計監査 大谷正孝 ㊞ 

       会計監査 大橋善之 ㊞ 

 

（３）2022年度予算案 

   （会計年度：2022年 4月 1日 

       ～2023年 3 月 31日） 
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以上 

                

 

 

 

 

発行 近畿雑草研究会  

 

代表  黒川 俊二 

（京都大学大学院農学研究科 雑草学分野） 

         

庶務・会計幹事  吉野 康佑 

（三井化学クロップ＆ライフソリューション株式会社） 

             

 E-mail：Kousuke.Yoshino@mitsuichemicals.com 

 

事務局 京都大学大学院農学研究科 

    雑草学分野 

    〒606-8502 

    京都市左京区北白川追分町 


